
海氷と各種土木材料闇の凍着強度について  

（ヽ  

中澤直樹（／くシフイツクコソサルタンツ），小野敏行，酒井雅史，佐伯 浩（北大工学部）  

1はじめに  
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等の杭扶構造物忙海氷が療養している場合，水位の変動Kエり杭軸方向K水力が   

作用する。この様な氷力投潜水と構造物間の凛鳶力忙大きく影■される。本研究   

は海氷と各覆土木材料簡の凛着強度，更K 杭材料表面の租さと凛着強度の関係   

音調べたものである。  

2 ★義方法  

凍着強度の夷息は押抜き試験と引壊き試験Kユタ行なわれたが，本項ては押抜  

き試験の結果を示す。押抜き就♯の長所軋 試♯が≠単で多数の実欄が可能てあ   

る書と，海氷の強度忙大きな影■を与える氷温を完全鮒御できることである。  

尚，本実験はサロマ湖の海氷を用いて行った。  

3 水庫、氷濃、坑径の影書  

これtての爽♯Kエわ氷層の増机 氷温の低下と共K凍着強度も増加すること  

又．象次元杭径 花サ／句タr 〉 65 の頗填で凛着弾鹿が一定と走ることが明ら  

かと覆っている。以上の療着強度蕎性を敵えて，杭径〆一10瓜■，氷温 Tt  

－5・1－－8．2℃の集件で以後の実験を行った。  

4 各■杭材料と凛雷強よの開す（図－1）  

同一条件の墓で■ 材料の速いKユタ凛兼難度は大さく異なることがわかる。  

1980年K行なわれた同機の実験では材料の違いKエる凛着強度の贋序吼  

回－1と若干異をるものであれ．それぞれの凛着強よの値も囚－1の値と比較し   

て大きいものてあった。従って，材料が同一でも，杭表面の租さの違いにユタ凛  

着強度も違って乗るものと思われる。  

6 杭喪面の超さと託雷強度の開係（囲－2・一国－5）  
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因－1各材料と旬の関係  
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表－1各材料租さの諸元  
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図－3 平均波高五と旬の関係  
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精密表面粗さ計を用いて各種材料の表面形状及び平均波高（盲），平均波長 【唱和項  

（了），波形勾配（石／貫）の価を同一2及び真一1K＝示した。風一3、同一5  z  

⊥カ言及び盲／万 が大きくなればなる程．凛着弾度が大きく孜ることがわかる。  

ス．図－4エ♪貢が小さい程丁丑は大きくなる傾向を示し，古寺0．小付近で最大  
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となるu囚－3一回－6Kよカ杭表面の材料粗さの諸元石・了・盲／iとT方  図－4平均波長Åと袖の関係  

との間忙は相関カミあることが明らかと孜った○  
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今後は，上」広範囲な材科表面粗さと凛着強度の関係が明らか忙されをければを（輌  

らない。  

図－5  
波形勾配も丑と鴨の憫係  
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